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行う実験 1 と、S1 抑制作用の検討を行う実験 2 を実施し
た (実験 1：被験者 15 名、平均年齢 21.5±1.6 歳、実験 2：




摂取量の 30％の負荷量で 30 分のペダリング運動を、リカ
ンベント型エルゴメーターを用いて実施した。各介入の前、












を左側 S1 領域から記録した。また、S1 抑制作用の評価
として、末梢電気刺激を 2 連発で与えた際に生じる S1 の
抑制反応(PPI)を記録した。PPI は、2 発の刺激間間隔が 5 
ms、30 ms、100 ms の 3 条件を用いた。 
 
【結果】M1 抑制作用について、一過性低強度有酸素性運
動後の 20 分後に SICI、SAI の有意な低下が生じた。一方












 一過性の有酸素性運動による M1 抑制機能の変調につ
いて考えられる機序として、運動によって分泌される脳由
来神経栄養因子の働きが挙げられる。また、補足運動野や
運動前野、小脳を介して、運動肢の興奮性変動が非運動肢
に影響を与えている可能性も考えられる。 
 
【結論】一過性の低強度有酸素性運動は、M1 の抑制機能
を変調させるが S1 抑制機能には影響を与えないことが明
らかになった。 
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